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扇
坂
御
門
跡

の
石
段

を
上

る
と
、
梅
日
、
早

春

は
紅
自

の
梅
花

が
霞

郁
た
る
香
り
を
放

っ
て

い
ま
す
。

更

に
春
四
月
は
本
丸
、
南
丸
は
桜
花
爛
漫
、

大
勢

の
花
見
客

で
賑
わ

い
、
市
民

の
会

の

「春

の
桜
祭
り
」
も
開
か
れ
ま
す
。

初
夏
は
三
の
丸

（下
屋
敷
跡
）
近
く

に
藤

の

花
、
夏
は
お
濠

一
面

に
蓮

の
花
、
秋
は
観
月
、

そ
し
て
冬
は
す

っ
か
り
刈
り
取
ら
れ
た
枯
蓮

の

あ
と
に
野
鳥
が
飛
来
し
ま
す
。

黒
田
長
政
公
、
初
代
藩
主
が
七
年
も

の
歳
月

を
か
け
築
き
あ
げ
ら
れ
た
壮
大
な
城
跡
は
、
多

く
の
歴
史
を
秘
め
、
今
、
舞
鶴
公
園
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
更
に
発
掘
さ
れ
た
鴻
臆
館

跡
地

に
よ

っ
て
歴
史

の
厚
み
を
ま
し
、
内
外

に

誇
れ
る
福
岡
市

の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

只
、
惜
し
む
ら
く
は
、
現
代
人
が
仰
ぎ
み
る

大
守
閣
が
な

い
こ
と
で
す
が
、
天
守
台
跡

の
礎

石
が
往
時
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
掛
替
え

の
な

い
文
化
遺
産
は
、

す
ば
ら
し
い
観
光

の
資
源
で
あ
り
な
が
ら
、
素

材

の
ま
ま
存
在
し
て
い
ま
す
。

歴
史
を
探
り
た

い
人

の
展
示
資
料
館
、

レ
ス

ト

ハ
ウ
ス
、
駐
車
場
な
ど
の
整
備
と
共

に
、
大

濠
公
園
、
美
術
館
、
護
国
神
社
を
含
め
た

一
体

化
に
よ
る
新
た
な
観
光

ス
ポ

ッ
ト
が
で
き
れ
ば

と
希

っ
て
い
ま
す
。



．博

多

ど

ん

．た

く

．港

ま

つ

リ

三
〇
〇
五
年

に
三
十

一
番
目
の
演
舞
台
と

し
て
誕
生
し
た
福
岡
城
ど
ん
た
く
演
舞
台
。

三
年
目
の
舞
台
を
舞
鶴
公
園
西
広
場
に
移

し
、
伝
統

の
賑
わ

い
で
大

い
に
沸

い
た
二
日

間
で
し
た
。

四
日
は
、
黒
田
長
高
氏
歓
迎
式
典
、
黒
田

藩
古
武
道
、
博
多
松
囃
子

・
稚
児
東
流
れ
、

福
岡
藩
砲
術
陽
流
抱
え
大
筒
と

こ
の
演
舞
台

な
ら
で
は
の
出
し
物
で
二
五
〇
〇
名
余
り
の

お
客
様
が
訪
れ
ま
し
た
。

福
岡
城
市
民
の
会
で
は
、
四
回
を
伝
統
文

化

に
重
点
を
お
い
た
企
画
で
来
年
も
望
み
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

福

岡

城

と

博

多

ど

ん

た

く

福
岡
城
市
民
の
会

　

岡
部
定

一
郎

江
戸
時
代
二
代
黒
田
忠
之
公
の
時
、
有
名

な
黒
田
騒
動
と

い
う
大
き
な
事
件
が
起
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
福
岡
藩

の
人
々
の
気
持

の

盛
り
上
げ
と
、
藩
政

の
向
上

の
た
め
、
博
多

町
人
の
年
行
司
吉
田
宗
富
ど
黒
田
家

の
家
老

黒
田
美
作
と
協
議
し
て
永
ら
く
中
断
し
て
い

た
松
囃
子
行
事

の
再
興
を
計

っ
た
。
そ
の
時

に
、
封
健
時
代
き
び
し
い
身
分
制
度

の
中

に

あ

っ
て
、
祭
り
の
間
は

「無
礼
講
」
を
許
さ

れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
城
内

で
ご
覧
頂

け
る
と

い
う
事
に
な

っ
た
。
お
殿
様
に
我
々

の

「祝
う
姿
」
が
見
て
頂
け
る
と
町
人
達
は

ハ
ッ
ス
ル
し
た
。
お
祝
儀
や
ふ
る
ま

い
酒
を

頂

い
た
博
多
松
囃
子

の
各
流
は
大
喜
び
で
、

城
内
城
下
町
々
に
明
る
い
賑
わ

い
の
祭
り
が

繰
り
展
げ
ら
れ
た
。

そ
れ
か
ら
が
今
あ
る

「通
り
も
ん
」
と
云

わ
れ
る
歩
き
な
が
ら
祝

っ
て
行
く
型
と
、
舞

台
を
借
り
て
祝

い
舞
を
行
う
型

の
二
つ
の
祝

う
姿
が
生
ま
れ
て
、
明
治
初
期

「博
多
ど
ん

た
く
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て

「招
魂
祭
ど
ん
た
く
」

へ
。
戦
後
、

「福
岡
市

民
の
祭
り
」

へ
と
、
大
き
な
祭
り
と
な

っ
た
。

そ
の
原
動
力
と
な

っ
た
の
が
、
こ
こ
福
岡
城

西
三
の
丸

に
設
営
さ
れ
た
ど
ん
た
く
演
舞
台

会
場
の
跡
で
す
。

く
黒
田
長
高
氏
を
か
こ
ん
で

平
成
十
九
年

福
岡
城
観
月
の
宴

・・　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
小
雨
決
行

月
の
出
　
十
八
時
十
六
分

と
一
き
　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日

（本
）

一・

・

受
付
　
十
六
時
～

一一　
　
　
第

一
部
　
月
を
迎
え
る

第
二
部
　
月
の
宴

と
こ
ろ
　
舞
鶴
公
園
西
広
場

（福
岡
市
中
央
区
城
内

一
―

一
）

◇
主
催
・　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

鴻
臆
館

・
福
岡
城
跡
歴
史

・
観
光

。
市
民
の
会

．
　

読
売
新
聞
西
部
本
社

◇
共
催
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局

・
・
・
　

ビ
ジ
タ
ー
ズ

・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
推
進
協
議
会

◇
後
援
　
福
岡
市
教
育
委
員
会

・
福
岡
商
工
会
議
所

・　

・
　

（財
）
福
岡
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ

ュ
ー

ロ
ー

観
月
弁
当
券
…
…

‐
…
・‥
三
〇
〇
〇
円

（座
席
付
）

一
・
　

（弁
当
、
飲
み
も
の
、
お
み
や
げ
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
付
）

●
会
場
内
に
は
野
点
茶

（抹
茶
席

。
煎
茶
席
）

一
バ
ザ
ー
テ
ン
ト

（月
見
弁
当
、
飲
み
も
の
、
お
菓
子
等
他
）

・
休
憩
場
所
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

※

観
月
弁
当
券
ご
購
入
の
方
々
は
、
翌
二
十
八
日

（金
）
に
弁
当
券
と
引
き
換
え
に
、

当
会
場
に
て
弁
当
、
飲
み
も
の
、
お
菓
子
を
お
渡
し
し
ま
す
。

（受
付
時
間
　
十
時
か
ら
十
七
時
ま
で
）



半
年
ぶ
り
で
す
の
で
前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ

を
少
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　

．

福
岡
城
に

「お
綱
門
」
と
い
う
、
触
る
と
祟

る
と
い
う
門
が
あ

っ
た
と
い
う
お
話
っ
そ
の
理

由
は
。
　
　
　
　
　
　
　
一　
●
　
　
　
●

黒
田
の
二
代
日
の
殿
様
忠
之
の
時
代
ず
殿
様

が
大
坂
か
ら
美
し
い
一
人
の
遊
女
●
采
女
を
連

れ
て
来
ま
し
た
が
、
お
家
の
も
め
Ｆ
‐と
に
な
る

と
の
諫
め
か
ら
、
采
女
を‐
家
臣
の
麻
井
四
郎
左

衛
門
に
下
げ
渡
し
ま
ｔ
た
一
四
郎
左
衛
■
に
は
、

す
で
に
お
綱
と
い
う‐―
一妻
と
■
人
の
子
供
が
い
た

の
で
す
が
、
采
女
が
来
で
か
ら
・は
、
彼
女
に
夢‐

中
に
な
り
、
お
綱
と
子
供
た
ち
は
馬
出
の
下
屋

敷
に
追
い
や
り
、
終
し‐、
に
は
仕
送
り
も
途
絶
え

る
始
末
。
そ
ん
な
中
、
悲
劇
は
起
り
ま
し
た
¨

寛
永
七
年
二
月
の
お
雛
祭
，
の
前
日
。
節
句
の

用
意
も
ま
ま
な
ら
な
い
の
で
た
各
町
の
夫
０
元

へ
使
い
を
遣
り
ま
す
が
，
冷
た
い
返
事
ｆ
ひ
ど

い
仕
打
ち
に
積
年
の
怨
み
が
爆
発
，
お
綱
は
二

‐こ人つけ凛鮭馴札脚」だ̈
知罐場］れ“榔

は
城
で
留
守
。
逆
に
返
り
討
ち
に
あ
っ
て
．ｔ
意

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
お
綱
さ
ん
、
夫
を
追

っ
て

城
内

へ
。
必
死
で
た
ど
り
着

い
た
お
城
の
門
。

し
か
し
哀
れ
に
も
、
そ
こ
で
バ
ッ
タ
リ
。
そ
れ

以
来
、
お
綱
さ
ん
が
手
を
か
け
て
息
絶
え
た
門

は

「お
綱
門
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
触

る
と
祟
る
と
恐
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

以
上
が
お
綱
門
の
い
い
伝
え
で
す
が
、
で
は

お
綱
門
は
お
城
の
ど
の
門
か
と
い
う
と
、
そ
れ

が
諸
説
あ

っ
て
、
は

っ
き
り
し
な

い
の
で
す
。

前
回
は
、
そ
の
諸
説
を
あ
げ
て
、
今
後
の
解
明

を
期
待
す
る
と
い
う
こ
と
で
終
わ
り
ま
し
た
。

さ
て
今
回
は
、
お
綱
門
の
写
真
の
正
体
は
、

と
い
う
お
話
で
す
。

前
回
を
書

い
た
後
、
「お
綱
門
」
と
説
明
が

あ
る
写
真
を
見

つ
け
ま
し
た
。
「博
多
の
幽
霊

ば
な
し
」
（
『博
多
に
強
く
な
ろ
う
』
福
岡
シ

テ
イ
銀
行
編

）
の
昭
和
五
七
年
当
時
に
出
さ
れ

た
版
と
、
『想

い
出
ア
ル
バ

ム

・
博

多
、

あ
の
頃
員

昭

和

五

十

二

年

二
旱
書
房

）

の

中

に

あ

り

ま

し

た
。

エ

ー

ッ

と
、

こ
れ
で
お
綱

門

の
場
所
は

解
決
で
き
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
写
真
の
門

ぼ
城
門
に
し
て
は
え
ら
く
粗
末
。
本
当
に
こ
れ
、

お
城
に
あ
っ
た
り
η
之
ぃ
ぅ
感
じ
。
そ
こ
で
思

い
出
し
た

の
が
長
宮
院
。

の
ち

に
城
門
を
解
体

す
る
時

に
、
お
綱
門
だ
け
は
祟
る
と

い
う

こ
と

で
、
長
宮
院
と

い
う
お
寺

に
移
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
長
宮
院
は
昭
和
二
十
年

の
空
襲

で
焼

け
て
し
ま

い
、
写
真
が
長
宮
院
時
代

の
も

の
か

ど
う
か
、
確
か
め
る
術
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
長
宮
院
を

ご
存
知

の
方
、
そ
う
、
戦
前
、

長
宮
院
が
あ

っ
た
貴
子
町
に
住
ん
で
い
た
方
を

捜
せ
ば
わ
か
る
の
で
は
と
考
え
た
と

こ
ろ
運
良

く
心
当
た
り
が
。
早
速
、
写
真
を
見
て
頂
く
と

博多に強 くなろうシリー ズ No 22「 博多の幽霊は

なしJに 掲載されたお綱門の写真

「あ
あ
、
こ
れ
、
長
宮
院
の
裏
門
。
横
門
と

い
う

の
か
。
お
祭
り
の
時
や
ら

い
つ
も

こ
の
門
か
ら

お
寺

へ
入

っ
て
ま
し
た
ば

い
。
」

バ
ン
ザ
ー
イ
。

お
城

の
ど

の
門
か
、
ど

こ
に
あ

っ
た
か
は
結
局

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
お
綱
門
と
伝
え
ら
れ
る
写

真
は
長
宮
院
時
代

の
門
を
写
し
た
も

の
で
あ
る

こ
と
は
確
認
で
き
ま
し
た
。
お
綱
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
。

と

こ
ろ
で
長
宮
院
は
お
堀
の
そ
ば
、
上
ノ
橋

と
下
ノ
橋

の
間

の
重
臣
た
ち
が
住
ん
だ
地
区

の

一
角

に
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代

に
書
か
れ
た

『筑
前
国
続
風
土
記
』

に
は
凶
宅
な
り
と
住
む

人
が

い
な
く
な

っ
た
土
地

に
寛
永
年
中
、
肥
後

の
真
言
宗

の
僧
が
忠
之
公

に
願

っ
て
建
て
た
お

寺
で
あ
る
と

い
う
趣
旨

の
こ
と
が
載

っ
て
い
ま

す
。
本
来
は
お
綱
さ
ん
の
話
と
直
接
、
関
係
は

な
か

っ
た

の
で
し
ょ
う
が
、
崇
る
と

い
う

こ
と

か
ら
、
こ
こ
が
お
綱
さ
ん
の
夫

の
屋
敷
跡
だ
と

い
う
、

い
い
伝
え
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
そ
し

て
長
宮
院
は
、
お
綱
さ
ん
を
祀
り
、
お
綱
門
を

引
き
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。

焼
け
た
後
、
長
宮
院
は
再
建
さ
れ
ず
、
そ
の

場
所
は
現
在
、
福
岡
家
庭
裁
判
所

に
な

っ
て
い

ま
す
。
男
女

の
い
ざ

こ
ざ
で
起

っ
た
悲
劇

の
縁

の
場
所
が
、
現
在
も
家
庭
内

の
ト
ラ
ブ

ル
を
処

理
す
る
所

に
な

っ
て
い
る
と
は
、
何
だ
か
不
思

議
な
気
が
し
ま
す
ね
。

さ
て
紙
面
が

つ
き
ま
し
た

の
で
、
お
綱
さ
ん

の
そ
の
後
は
、
次
回
に
。
　

　

　

（歴
史
研
究
家
）

一一一「．一囃．一島Ｈ一に型ゴμ一臓一″″一」ド一チ‐一一一

黒
口
長
政
と
褐
島
工
則
が
兜
を
交
換
ｔ
た
真
語

■
関
ケ
原
で
落
●
二
戌
を
崚
■
一た
長
政
の
，
姿
を
描
く

I

肇

≫ ョ
ま



鶉魃萎曼黎鮨Ⅲ賣眈会羹涎欝瞼穫繁瞬鱚瓢
鳥徳因因田高鈴下茂志小甲倉北菊金加片奥大大大大大植入丼井丼伊有荒

越永   中山木川山岐嶋木園原 田原藤山園森場堺嶋隈村江上上上藤丼丼
|■| ||■ ■            |‐ |||||  |

輝  哲和秀由常貴正俊秀辰真千憲秀光美 ‐美1自 慎俊朋正正 り1淳 克裕治 由
友 美         沙    智 枝|        つ|‐ 1    紀

彦真平喜俊子雄圭樹治毅利紀子明樹子恵努子文吾明之彦幸子|■ 己樹代子

RF牧 話 忌こ 言

森

昇 IRI]「 1詈[[I.IF躊 厖

‐
‐

[]

幸 悦 雄 貞 嘉 キ 素 京 富 豊 康 将 藤 洋 栄正 登  優 順1茨 里 俊寿 徹 義 博 ス 恭 行 ― 芳

夫 子 治 利 撃 旱 明 子 夫 明男 彦 享

=撃

1利 季 章 子

=蔀

厚 二子 臭鷹 軍 享 宏夫 子

内上 丼 伊 伊 石 朝
里

野 田上 藤 丸 橋 稲

順 喜 紀 紀 幸 直 敏
久
子 雄 興 子 子 由 隆

緒 大 大 大 大 浦 浦

方 山 島 島 神 志上

悠 弘 泰 汐 善 甲貞
子

子 道 治 子 郎 生 雄

サ

エ
キ

　

フ
ヽ
ヽ
オ

（住
所
を
お
知
ら

〔□□躙日□園□躙□□□〕
２団体

（
有

）
オ

ー

ク

ラ

名

島

神

社

　

・―

ｒ

∩□□躙囲圃園閂朧圏□∪
３団体

大
　
　
長
　
　
寺

中
津
黒
田
武
士
の
会

博
多
人
形
作
家
協
会

鶴圏圃園囲圃蜃蜃陶躙圃）３６名

高田□園圃囲関園園圃躙圏）８団体

明
る
い
町
づ
く
り
協
議
会

黒

田

奨

学

会

大
成
建
設

（
株
）
九
州
支
社

臨多さ」ぼまる‐う全ぎ・

（
株
）
黒
　
田
　
屋

（
株
）
山
口
油
屋
福
太
郎

（
株
）
ブ
レ
ネ
ツ
ト

繭囲
園回
回翻
幽
舅財
幽四
）
９４名

高 久 爪 丼 新

口保 生 上 丼

秀 浩 良 成 治

夫 司 子 人 夫

山 水 新 田篠

竹 城 田 中 田

芝広四義妙文
だ

ま志郎和子子

蜻
圃
爾
圃
圃
園
圃
踵
畷
圃
四
｝
‐‐
名

〔躙園圃圃陶圏園圃園団□〕
３団体

（
株
）
近
鉄
ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ

博
多
都
ホ
テ
ル

（
株
）
天

　

　

　

盃

（
株
）
西
日
本
新
聞
旅
行

ヵl各 小荻岡1緒1本 1大 大打稲石 |百1■ 池阿秋秋‐
                        上ヒ

藤務畠野部方野塚塚越員蔵井崎野留竹竹

芳  郁忠定世正  京基大利幸義允啓ヤ ア
‐    =喜 |||   三  ■|  チサ
字 章子之郎子|1由 1主 子安郎光‐孝1弘 1雅 子 ヨヨ

吉 山安 森 百 簑 母 日仁 西 西 中 中藤 筑 高 杉 桑
水

田 崎武  田原 里 田 田  川 村 村  紫 木 本 原

寿 芙 清 悦 孝 昭忠 幸 辰 憲 芳 旭 英 金千 俊 清 暉
美  次      ―    之
樹 子 蔵 郎 志 子 ― 子 治 朗 泉 園司 助 代 子 明 子

津 辻 谷 田 田立 立 田 田 田竹 高 高 瀬 瀬 瀬 下 島 柴 柴 笹 坂 坂 小 小 小 後 古 小 熊 工 木 河 上 片 楓 甲尾 小 小

田  口 中 中石 石 尻 島 崎林 山杉 利 利 利 川 野 本 田野 本 国松 林 西 藤 賀 池 谷 野 下 方 原 山  斐 花 河 倉

慶 博 憲 龍 増  重 満 満 保 ― 義 重 裕 ― 哲 久  隼 幸 佳 泰 英 京 道 敏 仁 キ 玲 佳 瑛 史 正 昭 晃  タキ 昭亘
里                       ヌ          ヅ リ

ー 子 由― 視 浩 利 子 行 雄 夫 明 行 太 代 治 代 均 太 輔 子 秀 治 子 雄 文 公 子子 子 子 郎 己子 ― 巖 子 工 三 滋

渡 吉 吉 山 山森 森 森 牟 宮 宮 峰 水 員 松 松 松 益 前 前 堀 古 藤 藤 福 深 樋 樋 比 半 野 西 西 鍋 中 中徳 鶴 鶴 鶴
牟

辺 武 日本  永 田瀬 田本 崎 松 摩 鍋 永 岡 丼 田 田 田本 谷 原 木 元 沢 口 口嘉 田 田島木 島 田野 永 川 川 川

英 二聰 佳 和 穎 清 勝 和 千 佳 ち 賢 憲 龍 亮 寿 幸 光 光 正 ミ延 征 ― 正  義 玲 弘 道 友 元 登 武 良 靖 隆 キ
八       好  久 ず     美     ツ  四          志     ミ

彊 男 郎 子 子 子 緒 博 則 子 秋 雄 子 子 博 男 佑 子 江 風 乃 之 子 恵 郎 夫 幸 恩 永 子 信 子 世 昭 子 人 子 子 之 工

「福岡城市民の会」では、新規入会の皆様と会員を更新された皆様を該当の「お城だより」の誌面に紹介しております。4月

発行のNO.13は特別企画の誌面構成になり、会員の紹介がNO.14と合同になりました。一言おことわり申しあげます。

うどんモば興 蒲鉾の澤屋

⑧彰 摯 れネ家
株式会社 峰松本家

福ゆレ店営業時間 平 日 午前 1 l l10～午後9時
土 日 午前11時～午後8時30分
席数80席 (お座敷6名様～20名様)

木店 (立花寺店)
〒8160062

夭粋稲ビル店
〒810-0001

福岡市博多区立花寺1丁ヨ934
TEL(092)503-3687(イt)
FAX(092)503-6280本
福岡市十央区夭紳1丁Eln-17 BlF
TEL(092)714-0030(代 )
FAX(092)714-0146水
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